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GNG5

GNG5; GNGTS5; Guanine nucleotide-binding protein G(I)/G(S)/G(O) subunit gamma-5
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	応用
	抗原情報
	背景
	Gタンパク質サブユニットガンマ5（GNG5） ホモサピエンスのGタンパク質は、細胞表面受容体から様々な内部代謝エフェクターへの情報の流れを制御する三量体（α-β-γ）の膜関連タンパク質です。Gタンパク質と活性化受容体の相互作用により、αサブユニットに結合したGDPとGTPの交換が促進されます。α-GTP複合体はβ-γヘテロ二量体から解離し、サブユニットがエフェクター分子と相互作用して制御できるようになります（Gilman, 1987 [PubMed 3113327]; Ahmad et al., 1995による要約）[PubMed 7606925]。[OMIM提供、2010年11月] 機能：グアニンヌクレオチド結合タンパク質（Gタンパク質）は、様々な膜貫通シグナル伝達系において、調節因子またはトランスデューサーとして関与しています。ベータ鎖とガンマ鎖は、GTPase 活性、GDP から GTP への置換、および G タンパク質とエフェクターの相互作用に必要です。,類似性:G タンパク質ガンマ ファミリーに属します。,サブユニット:G タンパク質は、アルファ、ベータ、ガンマの 3 つのユニットで構成されています。,
	研究分野
	ケモカイン;
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	GNG5抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

